歴史復元画と考古学 by unknown
2歴史復元画と考古学
第 2 回　歴史復元画と考古学
















SNS 経由で安芸氏と連絡を取ったのが第 2 回
の発端である。その後、安芸氏より小山氏も
ゲストスピーカーとして加えることが提案さ
れ、このような構成となった。
　広報用のチラシには、安芸氏から複数提案
された縄文時代の復元画のうち、長野の御柱
祭に着想を得て描かれたダイナミックな構図
のイメージをレイアウトさせていただいた。
このインパクトは相当にあったらしく、用意
した会場では座席が足りないほどの参加者が
あった。このセミナーシリーズに大きく弾み
がついた転換点であったと今にして思う。復
元イメージの提供を快諾してくださった安芸
氏には、その後のセミナーにも毎回参加して
いただき、貴重な発言をいただいている。重
ねて感謝申し上げたい。
　なお、冒頭の筆者の趣旨説明を兼ねた「縄
文人はどのように描かれてきたのか」は音声
記録をもとにはしておらず、重要部分の要旨
のみである。
